
 

生活者主権の会・第２６回総会 議事録 

書記 東京都中野区 西村 敏夫 

 

［日時］ 令和４年７月 17 日（日） 14：00 ～ 15：50 

［場所］ 渋谷区 笹塚区民会館 

 

開会に先立ち小俣代表より、当会の第２代代表として当会の発展に貢献された治田桂四郎氏が５月に

ご逝去されたとの報告があり、同氏のご冥福をお祈りして全員で黙祷を捧げた。 
 

１．開会宣言      

小俣代表より、本会は出席者８名、委任状提出者１５名、計２３名を以て、会則に定める総会要件（会

員総数の 10分の 1以上）を満たしているので総会として成立する旨の報告があり、開会が宣言された。 
 

２．代表挨拶   小俣一郎 代表 

  今年は３年ぶりの総会となりました。 

昨年度（第２７期）と一昨年度（第２６期）は総会の開催を見合わせ、オンラインで運営会議を開催

して各議案を承認し決定し、また、「代表選挙規則」を制定して新たな代表選挙の方法を決めました。 

今年度の役員はこれ迄どおりで継続をお願いし、代表を含めて１０人体制で進めたいと思いますの

で、どうぞよろしくお願いします。 
 

３．議長並びに書記の選出     

  小俣代表より、議長に小俣代表を、書記に中野区の西村敏夫氏を、の提案があり、両名が拍手を以っ

て承認された。 
 

４．議事 

① 報告事項 

  ａ．2021 年度活動報告    小俣一郎 代表 

     小俣代表より 2021 年度の活動について報告があった。（活動報告書の配布あり・本号Ｐ４掲載） 

   ・今後の代表の選出については、新たな選挙の方法を生活者通信の２５０号にて報告の通り。 

これ迄代表の立候補者は小俣氏 1 名のみであった、今後、新立候補者が出るまで代表は小俣氏が

継続する。 

  ｂ．2021 年度会計報告    吉井正信 経理担当 

    吉井正信経理担当より 2021 年度の会計報告があった。（会計報告書の配布あり・本号Ｐ５掲載） 

ｃ．2021 年度会計監査報告   柳田康雄 会計監査人 

     2021 年度の会計を厳正に監査した結果、適正であると認めた旨の報告があった。 

＊以上の報告事項３案について質疑を求めたが質問は無く、本案に対して認否を諮ったところ異議

なく、全員の拍手を以て承認された。 
 

② 2022 年度予算案の審議   小俣一郎代表 

     2022 年度の予算案について説明があった。（予算案書配布あり・本号Ｐ５掲載） 

本年度も支出の総額は昨年度とほぼ同じ￥100,000.-程度になる見込みである。 

コロナが治まって新規に活動の希望があれば検討したい。また、引き続き会費の徴収は行わない

旨の補足説明があった。 

＊本予算案に対して質疑を求めたところ質問はなく、本案は全員の拍手を以て承認された。   
 

③ 委員会の活動報告 

  ａ．「21 世紀のライフスタイルを考える会」   峯木委員長   

・毎月１回、オンラインで開催している。（第２日曜日） 



 

・来月（８月）は２年ぶりにオフラインで開催する。新宿のホテルを予約している。 

 趣向を変えて開催したい。 

・ホームページを新しくする予定。これを活動に活かしたい。 

  ｂ．「インターネット委員会」   小俣委員長 

   ・２か月に１度、オンラインで開催している。（原則第２金曜日） 

   ・参加者の希望に副って、毎回テーマを決めて開催。２２年度も活動を継続する。 

ｃ．「道州制実現推進委員会」   小俣委員長 

   ・残念ながら余り動いていない。道州制そのものに関心が薄れている。参加者も少ない。 
 

＊ 各委員会活動には次のような質疑応答があった。 

   ・新規の参加者はいるか。→ オフライン開催になれば新規参加者は増えると思う。 

                 講師やテーマにもよる。そこに楽しさがあるかがポイント。 

   ・オンラインとオフラインについて、その長所、短所などについても意見交換があった。 
  

④ 意見交換等 

  ａ．峯木さんから「直接民主制を実現する党」を設立したと紹介があった。 

   ・設立の構想と、基本理念、活動等について、多岐に亘って説明があった。 

＊ 本件に対して、新しい可能性などについて活発な意見交換があった。 

 

５．閉会   小俣代表 

  以上、議論が概ね出尽くしたとして本年度の総会を閉会する旨、宣言された。   

以 上 

 

 


